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天
理
A
欲
の
説
は
、
支
那
儒
學
の
赦
説
の
上
に
於
て
、
極
め
て
煎
要
な
る
位
低
な
占
め
、
殊
に
宋
儒
敢
設
の
中
心
を
成
せ
る
も

の
な
り
。
而
し
て
其
の
説
の
出
づ
き
J

こ
ろ
築
記
に
在
b
0
然
れ
ざ
も
、
其
の
思
想
の
淵
源
す
る
マ
J

こ
ろ
は
一
般
に
大
高
諜

3

人
心
惟
危
道
心
惟
徴
に
在
り
こ
せ
ら
れ
、
三
代
以
上
の
思
想
こ
し
て
、
廃
舜
以
来
博
授
相
承
す
る

Jゞ

こ
ろ
の
も
の
な
b
こ
信
也

ら
ろ
°
尚
害
古
文
の
偽
を
疑
ふ
朱
子
に
し
て
肖
且
つ
然
り
0

況
ん
や
其
の
他
の
儒
者
に
於
て
を
や
0

さ
れ
b
J
、
消
朝
に
至
る
に

及
び
、
考
證
の
學
漸
く
盛
ん
に
し
て
、
純
典
に
つ
き
て
も
本
文
批
判
の
風
起
り
、
肉
書
総
古
文
の
舞
明
巌
こ
な
り
、
大
両
膜
c
し

如
き
は
偽
古
文
に
し
て
、
人
心
惟
危
の
四
句
は
荀
子
解
蔽
篇
に
原
き
て
偽
作
せ
る
も
の
な
る
こ
マ
J

明
白
＞
こ
な
り
た
れ
げ
、
今
日

に
於
て
は
、
た
ゞ
大
萬
諜
に
在
り
マ
J

の
故
セ
以
て
、
三
代
以
上
の
思
想
な
り
マ
J

は
信
す
る
こ
マ
J

能
は
ざ
る
に
至
れ
り
0

今
少
し

く
業
記
に
見
え
た
る
天
理
人
欲
の
説
に
就
き
て
考
査
を
試
み
ん
ご
欲
す
。

一
、
薬
記
の
作
者

天
理
人
欲
の
説
は
、
瞬
記
の
築
記
篇

9

ビ
見
ゆ
れ
げ
、
天
理
人
欲
説
の
淵
源
を
考
ふ
る
に
は
、
先
づ
築
記
の
作
者
に
就
き
て
考
へ

ざ
る
べ
か
ら
す
°
然
る
に
発
記
の
作
者
に
つ
き
て
は
、
古
末
異
説
あ
り
。
第
一
は
漢
害
藝
文
志
の
説
に
し
て

武
蛍
西
時0
河
間
猷
王
輿
．
吝
七
生
—
°
共

1
五
令
周
官
及
諸
千
¥
―
弓
築
事
・
→
者
”
°
以
ぷ
竺
築
記
→
。

こ
一
日
ひ
、
西
漠
の
河
間
猷
王
ビ
毛
生
<
J

の
共
に
作
る
こ
こ
ろ
に
し
て
、
其
の
釆
る
ご
こ
ろ
は
｀
，
周
濃
Y
J

諸
子
<
J

に
在
く
」
り
な
す
。

天
理
人
欲
脱
の
淵
源
に
つ
き
て
懐
患
堂
登
揖
松
山
直
蔵

の
綸
貧
史
上
こ
特
筆
す
ぺ
き
こ
｀
こ
で
あ
る
。

（畢）

・コ
二



1-f 

第
二
は
隋
嘗
音
薬
志
に
載
す
る
築
沈
約
の
上
奏
中
に
あ
る
説
に
し
て
~

築
記
竪
公
孫
尼
子
ぢ

と
日
ひ
、
其
の
釆
る
き
る
、
公
孫
尼
子
に
在
り
ご
な
す
0

公
孫
尼
子
は
或
は
孔
子
の
門
人
な
り
こ
い
ひ
‘
或
は
七
十
ヱ
J
0
弟

子
な
り
．
d

い
ふ
。
第
三
は
王
應
麟
の
困
學
紀
聞
に
引
け
る
宋
儒
致
堂
咋
贔
の
説
に
し
て
、

築
記
玉
出
生
所
レ
述
ブ
ぢ
叉
云

30
築
記
ギ
貢
ノ
作
。

マ
と
日
ふ
も
の
、
第
四
は
宋
儒
陸
象
山
消
儒
娩
首
源
名
際
恒
我
が
伊
藤
仁
齋
等
の
説
に
し
て
、

築

記

之

言

亦

根

芸

広

老

氏

ち

（

陸

象

山

語

録

）

．

人
生
而
静
四
句
0

此
炎
チ
引
⇒
ょ
老
子
謡
芯
g

（
蒻
際
恒
患
記
通
論
）

築
記
雖
レ
有
二
天
理
人
欲
之
宣
0

然
＞
ゞ
モ
本

i
翌
於
老
子
で
（
伊
巌
仁
齋
語
孟
字
義
上
）

ビ
曰
ひ
、
老
子
に
出
づ
こ
な
す
も
の
な
り

0
•

今
此
等
の
四
説
を
検
す
る
に
、
先
つ
第
一
説
に
就
き
て
考
ふ
る
に
。
漠
書
に
撞
る

に
、
毛
披
ハ
趙
人
°
為
孟
ば
回
猷
王
ノ
博
士
芯

Jゞ

あ
れ
ば
、
藝
文
志
に
毛
生
'
≫
こ
あ
る
は
毛
裟
の
こ
y
J

な
る
べ
し
。
久
志
に
濾
る
に
、

文
帝
の
時
、
魏
の
文
侯
に
事
へ
た
る
築
入
賓
公
を
得
て
、
其
の
書
ャ
猷
せ
し
め
し
に
、
周
官
大
宗
伯
の
大
司
築
の
章
な
り
き

Jゞ

あ
り
0
•
さ
れ
ざ
、
河
間
猷
王
が
毛
生
こ
共
に
釆
り
し
周
官
は
、
果
し
て
大
司
業
の
章
の
み
な
り
し
か
、
は
た
他
の
棄
事
セ
ぃ
へ

も
部
分
を
も
含
み
し
か
、
今
は
明
か
な
ら
す
0

諸
子
＜
J

は
如
何
な
る
も
の
な
り
し
か
°
蒻
文
志
に
は
、
築
六
家
を
載
す
る
に
、

築
記
二
十
三
篇
が
首
に
あ
り
て
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
諸
子
の
名
見
え
ざ
れ
ざ
も
、
今
業
記
中
に
其
の
名
を
存
す
る
千
貢
子
穎
賓

牟
買
3
如
き
は
、
何
れ
も
孔
子
よ
り
築
を
偵
ふ
る
を
見
れ
ば
、
所
謂
築
事
な
言
ふ
諸
子
の
一
な
る
べ
し
0

韓
非
チ
賊
學
篇
に
、

孔
J

の
後
入
僑
に
分
れ
た
る
こ
ご
と
い
ひ
、
其
の
中
の
仲
良
氏
を
陶
潜
の
群
輔
録
に
は
、
仲
良
氏
博
ぃ
ぶ
突
，
腐
温
咤
0

以
テ
和
土
陰

陽
唸
為
孟
移
冨
呼
易
り
レ
ぶ
屯
之
僻
i
o
Aき
、
ヽ
ヘ
る
を
見
れ
ば
．
仲
良
氏
の
如
き
も
、
ま
た
築
事
を
吉
ふ
諸
チ
の
一
な
る
ぺ
し
0

又

常
時
の
敢
學
界
の
上
よ
り
考
ふ
る
も
、
墨
チ
の
學
派
に
於
て
は
、
非
楽
の
説
を
唱
ふ
れ
ば
、
之
に
到
し
で
、
儒
家
に
於
て
は
渠

を

11説
し
、
之
セ
諄
軍
す
る
も
の
ヽ
輩
出
せ
し
事
は
、
想
察
し
得
ら
る
べ
し
。
叉
築
は
情
性
或
動
の
登
洩
す
る
も
の
な
れ
ば
≫



従
っ
て
築
を
論
す
る
に
は
、
勢
性
愉
を
論
す
る
に
至
る
べ
し
。
干
充
論
衡
の
本
性
篇
に
、
冊
碩
を
始
で
［
＂
瞑
子
賤
漆
難
開
公

孫
尼
子
能
く
性
俯
を
言
ふ
こ
7
J

を
叙
せ
り
0

此
等
諸
子
亦
築
事
を
言
ふ
諸
子
な
ら
ん
か
°
附
書
経
籍
志
に
公
孫
尼
子
一
怨
あ
れ

ば
、
梁
沈
約
は
必
す
や
之
セ
親
た
る
な
る
ぺ
し
°
而
し
て
沈
約
が
柴
記
取
公
孫
尼
子
ゞ
」
云
へ
る
を
見
れ
ば
、
築
記
の
一
部
分
は

公
孫
尼
子
に
出
で
し
も
の
な
る
べ
く
、
従
っ
て
築
事
を
言
ふ
諸
子
の
一
な
る
こ
こ
明
が
な
り
0

さ
れ
ば
漢
志
に
所
謂
諸
子
の
，
築

事
を
言
ふ
も
の
こ
は
、
孔
門
の
諸
子
井
び
に
其
の
學
を
偵
ふ
る
徒
な
る
べ
し
。
今
の
築
記
は
一
篇
な
る
も
、
漠
志
に
は
二
十
三

篇
こ
あ
り
。
又
別
に
王
高
の
偵
ふ
る
二
十
四
篇
の
築
記
あ
り
0

何
れ
も
河
間
獣
王
よ
り
偲
は
り
し
も
の
な
れ
ざ
も
、
同
一
な
ら
ざ

b
し
も
の

A
如
し
0
別
録
に
操
れ
ば
、
二
十
＿
二
篇
の
目
全
存
せ
h
0
而
し
て
今
の
築
記
は
其
の
中
の
十
一
篇
を
合
せ
た
る
も
の

な
る
に
似
た
b
0
自
餘
の
十
二
篇
今
側
は
ら
す
°
今
の
築
記
に
は
周
官
の
大
司
築
章
セ
始
こ
し
て
、
他
り
築
事
を
言
へ
る
し
の

の
釆
り
入
れ
ら
れ
た
る
マ
J

こ
み
な
合
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
他
り
十
二
篇
中
に
釆
b
入
れ
居
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
か
0

,

．

第
1

説
に
従
へ
ば
、
築
記
は
孔
門
諸
子
井
び
に
其
の
學
セ
偵
ふ
る
も
の
A
築
を
論
せ
し
も
の
を
、
河
間
献
王
が
毛
黄

A

こ
輯
め

し
も
の
な
り
0

こ
の
説
は
劉
向
に
本
く
も
OJ
な
れ
ば
、
劉
向
が
武
帝
の
世
を
距
る
こ
y
J
未
だ
甚
だ
遠
か
ら
す
、
叉
中
秘
の
書
を

校
せ
し
こ
こ
よ
り
考
へ
て
、
其
の
説
の
必
す
や
確
稼
あ
る
べ
く
、
決
し
て
竪
空
杜
撰
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
0

依
り
で
其
の
最
も

信
憑
す
ぺ
き
説
た
る
を
知
る
な
り
0

次
に
第
二
説
に
つ
き
て
考
ふ
る
に
、
梁
の
沈
約
が
公
孫
尼
子
に
取
る
<
J

晰
せ
し
は
何
に
操

り
し
か
0

漢
志
し
は
儒
家
に
公
孫
尼
子
二
十
八
篇
、
雑
家
に
一
篇
あ
り
0

隋
書
続
籍
志
に
は
、
二
十
入
篇
の
公
孫
尼
子
は
存
せ

ざ
る
も
、
雑
家
の
一
篇
は
儒
家
中
に
存
せ
り
0

さ
れ
ば
沈
約
は
二
十
八
篇
の
公
孫
尼
子
は
恐
ら
く
は
之
を
根
ざ
ら
ん
も
、
一
篇

の
公
孫
尼
子
は
之
を
靱
し
も
の
な
る
こ
＜
J

は
殆
ん
ざ
疑
ふ
べ
か
ら
す
。
是
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
沈
約
は
そ
の
篇
中
に
築
記
こ

相
合
す
る
も
の
あ
る
を
認
め
て
、
此
<
o
J
如
く
断
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
特
に
論
衡
中
の
記
事
に
公
孫
尼
子
の
主
築
論
者
な
b

し
こ
"tJ

を
労
證
す
る
に
足
乙
0

さ
れ
ば
公
孫
尼
千
は
既
に
上
に
も
述
べ
た
る
如
（
、
漢
志
の
所
謂
諸
子
の
築
事
を
吉
ふ
も
の

A

一
人
に
し
て
、
築
記
の
其
の
説
に
取
る
こ
こ
ろ
あ
る
ぼ
亦
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
h
0
次
に
第
一
二
説
に
つ
き
て
考
ふ
る
に
子

買
子
夏
の
作
Y

六
:
ふ
説
は
、
楽
記
篇
中
魏
文
佐

"
y
J

子
夏
＞
f
J

の
問
答
、
叉
師
乙
Y
J

子
貢
'
r
J

の
問
答
あ
る
よ
り
、
箪
に
肱
測
せ
し
に

四



五

過
ぎ
す
。
さ
れ
ざ
、
子
夏
ざ
魏
文
侯
こ
の
問
答
は
、
文
俵
二
十
五
年
の
事
な
れ
ば
、
是
時
子
夏
年
一
百
入
歳
な
り
0

子
貫
肖
存

せ
ん
や
ゞ
＇
閻
若
蝶
の
耕
せ
る
に
よ
り
て
も
、
こ
の
説
の
奄
も
信
操
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
見
る
な

h

0

次
に
最
後
の
第
四
説
に
つ

含
て
考
ふ
る
に
、
遁
家
に
出
づ
ご
の
説
は
、
天
理
人
欲
の
一
條
が
字
句
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
、
今
博
は
る
n
f
J

こ
ろ
の
文
子

に
、
老
子
の
語
44
し
て
出
で
居
る
よ
り
し
か
云
へ
る
な
h
0
0

然
る
に
、
こ
れ
は
後
に
も
論
す
る
如
く
、
今
博
は
る
ご
こ
る
の
文

子
は
全
然
其
な
る

A
の、
y
J

ば
信
じ
難
け
れ
ば
、
こ
の
説
亦
容
易
に
信
す
べ
か
ら
す
。

右
の
如
く
築
記
の
作
者
よ
h
考
ふ
る
ご
き
は
、
其
の
最
も
信
す
べ
き
は
、
天
理
人
欲
の
思
想
は
孔
門
諸
弟
子
の
問
に
登
殿
せ

し
も
の
な
る
に
似
た
り
。

4
せ

然
る
に
今
観
察
の
方
面
を
輯
じ
て
、
築
記
の
天
理
入
欲
の
條
の
本
文
の
ら
る
ヽ
諸
害
に
就
き
て
考
ふ
る
に
、
天
理
人
、
欲

の
條
は
築
記
以
外
、
呂
氏
春
秋
淮
南
子
文
子
及
び
史
記
築
書
に
見
ゆ
0

史
記
築
書
は
猪
少
孫
が
築
記
セ
取
り
て
、
補
入
せ
し
も

の
な
れ
ば
、
固
よ
り
同
一
な
b
°
今
は
敷
字
を
異
に
し
、
十
一
篇
の
順
序
相
異
な
れ
り
0

今
剖
比
に
便
せ
ん
た
め
、
築
記
呂
氏

春
秋
淮
南
子
文
子
の
原
文
を
左
に
掲
げ
ん
。

築
・
・
記

人
生
而
肺
°
天
之
性
批
0

戚
一
一
於
物
一
而
動
。
性
之
欲
批
°
物
至
知
知
°
然
後
好
悪
形
焉
0

好
悪
無
如
翌
於
内
―
°
知
誘
ー
ー
ー
於

0

0

 

外
1
0

ヂ
能
ら
反
如
°
天
理
滅
突
°
夫
物
之
咸
＞
人
無
レ
窮
°
而
人
之
好
恋
無
レ
節
0

則
是
物
至
而
人
化
レ
物
也
0

人
化
＞
物

0

0

0

 

0
 

也
者
0

滅

天

理

而

窮

入

欲

希

也
0

云
々
（
染
本
第
一
）

呂
氏
春
秋
．
．

0

0

0

 

0
 

生
也
者
。
，
其
身
固
締
0

威
而
後
知
°
或
使
乙
之
池
°
途
，
皿
不
諏
°
制
u乎
嗜
欲
—
°
制
ー
ー
乎
函
欲
鉦
炉
窮

0

則
必
失
二
其
天A
矢

°
且
夫
嗜
欲
無
窮
°
則
必
有
n
貪
部
怜
飢
之
心
3

浮
侠
姦
詐
之
事
―
°
故
彊
者
却
品
蒻
3

衆
共
暴
＞
寡
°
勇
者
凌
ふ
悶
牡
者

傲
孔
幼
°
従
祉
匹
生
突
0

(
仲
夏
紀
移
業
）

淮

南

子



奥
面
目
を
存
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

人
生
而
静
°
天
之
性
扉
0

戚
而
後
動
°
性
之
害
扉
°
物
至
而
肺
應
0

知
之
動
咆
0

知
典
レ
物
接
0

而
好
憎
庄
焉
°
好
憎
成

0

0

 

＞
形
°
而
知
誘
ー
ー
於
外
—
°
不
蜘
呼
反
ら
」

0

而
天
理
減
突
°
故
逹
ー
ー
於
道
l未
°
不
1
l以
＞
人
易
ー
レ
天
0

外
典
レ
物
化0
内
不
＞
失u

其
俯
-
0

云
云
（
原
逍
訓
）

文

子

老
子
曰
0

上
略
人
生
而
箭
，
天
之
性
机
°
戚
物
而
動
0

性
之
欲
也
0

物
至
而
應
°
智
之
動
批
0

智
典
レ
物
接
°
而
好
憎
生

0

0

 

焉
°
好
憎
成
形
0

而
智
阻
子
外
1
0

不
＞
能
レ
反
＞
己
u

而
天
理
滅
年
。
是
故
幽
人
不
元
が
人
易
ー
レ
天
°
外
呉
＞
物
化
°
而

内
不
レ
失
＂
情
。
云
々
（
逍
原
）

今
淮
南
子
を
見
る
に
、
築
記
・
こ
稽
々
字
句
の
異
な
る
'f_J

こ
ろ
あ
り
0

淮
南
子
ご
文
子

Jゞ

を
針
比
す
る
に
、
殆
ん
ざ
全
く
相
固
く

し
て
、
其
の
何
れ
か
が
他
よ
り
出
で
し
も
の
な
る
は
、
一
見
し
て
分
明
な
り
0

然
る
に
淮
南
子
は
漠
初
の
作
に
係
る
こ
~
f
Jは
疑

を
容
れ
す
。
文
子
は
唐
柳
宗
元
已
に
其
の
知
文
子
に
於
て
、
其
の
駁
書
な
る
を
耕
じ
ャ
、
其
渾
而
類
者
少
°
籟
-I
取
他
書
云
以
合
＞

之
者
多
0

凡
孟
子
輩
藪
家
皆
見
―

-lll窺
1
0

Jゞ

い
へ
り
0

さ
れ
ば
、
文
子
の
此
の
一
節
は
淮
南
子
に
出
で
し
も
の
な
る
べ
し
。
水

に
呂
氏
春
秋
を
見
る
に
、
築
記
淮
南
子
．
こ
字
句
に
於
て
大
に
相
異
る
も
の
あ
り
°
築
記

Jゞ

淮
南
子
ご
は
、
大
閤
に
於
て
相
刷
き

も
、
呂
氏
春
秋
に
於
て
は
大
に
相
異
る
も
の
あ
り
。

呂
氏
賽
秋
は
、
呂
不
準
が
嘗
時
の
學
者
を
集
め
て
、
各
々
其
の
聞
く
こ
こ
ろ
を
著
は
さ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
、
周
末
諸
子
の

學
を
網
羅
せ
る
も
の
マ
J

も
い
ふ
べ
く
、
し
か

4
]
人
の
手
に
出
で
ざ
る
が
故
に
、
一
家
の
學
に
統
一
せ
ら
る
A
'
i
d

こ
ろ
な
し
。

消
注
中
も
其
の
呂
氏
春
秋
序
（
代
畢
尚
曹
作
）
に
勅
學
踵
徒
尊
師
善
界
四
篇
0

皆
敢
學
之
方
典
二
學
記
ー
表
裏
°
云
々
こ
い
へ

b
o

淮
南
チ
も
其
り
百
家
セ
網
羅
す
る
の
貼
に
於
て
は
、

R
氏
春
秋
ゞ
」
相
同
き
も
、
呂
氏
春
秋
が
各
家
の
真
面
目
を
其
の
儘
ま
存
せ

る
に
反
し
て
、
淮
南
王
劉
安
の
手
裁
を
経
て
、
道
家
の
學
に
統
一
せ
ら
る

A
．
こ
こ
ろ
大
に
相
異
な
る
<
J

こ
ろ
あ
り
0

今
呂
氏
春

秋
に
大
築
、
移
翠
適
年
13
、
古
楽
、
昔
律
、
平
13
初
、
制
楽
等
の
話
篇
あ
り
0

此
等
は
恐
ら
く
は
詣
子
の
楽
事
を
吉
ひ
し
も
の

A

天



七

因
つ
て
考
ふ
る
に
、
築
記
淮
南
子
等
に
見
ゆ
る
天
理
人
欲
の
一
節
は
、
其
の
原
形
は
呂
氏
春
秋
移
築
篇
の
そ
れ
に
非
る
か
。

而
し
て
こ
れ
漠
志
に
所
謂
諸
子
築
事
を
言
ふ
も
の

A

一
な
る
ベ
ー
°
築
記
は
漢
初
の
僑
者
が
改
傾
を
加
へ
て
、
今
日
の
形
を
成

し
A
も
の
に
非
る
か
0

今
呂
氏
春
秋
に
在
る
此
節
を
観
る
に
、
天
理
人
欲
の
語
な
し
0

只
だ
天
ご
嗜
欲

A

こ
の
語
あ
る
の
み
。
而

し
て
天
の
字
は
高
誘
註
に
は
身
<
J

訓
せ
h

0

淮
南
子
原
逍
訓
註
も
亦
同
じ
0

さ
れ
ば
、
天
理
人
欲
3
到
説
は
先
秦
に
於
て
は
未

だ
之
を
見
す
0

理
欲
り
判
説
は
道
家
の
説
に
多
き
も
、
老
荘
列
三
チ
に
於
て
は
未
だ
之
を
見
ざ
る
な
り
0

老
子
は
欲
Y

二
天
こ
を

説
け
ぐ
J

も
、
未
だ
理
を
説
か
す
。
其
の
説
く
4
r
J

こ
ろ
の
天
は
、
天
理
の
義
に
非
す
。
列
子
は
諸
虞
に
理
の
字
を
用
ふ
る
も
、
未

だ
理
欲
を
割
説
せ
す
0

荘
子
は
養
生
主
天
運
雨
篇
に
於
て
天
理
の
語
あ
る
も
、
前
者
は
膝
理
を
指
し
、
後
者
は
人
事
に
到
す
る

天
理
な
b
°
而
し
て
未
だ
理
欲
セ
剖
説
す
る
も
の
を
見
す
°
叉
荘
子
に
於
て
は
、
天
ご
人
さ
の
判
説
諸
庭
に
見
ゆ
る
も
、
こ
れ

ら
は
皆
無
岱
自
然
≫
こ
有
為
有
心
で
の
剖
設
に
し
て
、
天
理
人
欲
の
劉
説
に
非
す
0

此
等
の
事
賓
は
、
天
理
人
欲
の
剖
説
が
比
咬

的
後
世
に
在
る
こ
ゞ
」
を
證
す
る
も
の
な
り
。

然
る
に
荀
子
解
蔽
篇
に
故
逍
続
日
。
人
心
之
危
°
道
心
之
徴
0

危
徴
之
幾
°
惟
叫
君
子
而
後
能
知
＞
之
3

こ
あ
り
0

こ
の
人
心

逍
心
は
天
理
人
欲

4

、J
全
く
語
を
異
に
す
る
も
、
其
の
概
念
に
至
り
て
は
相
一
致
す
る
も
の
な
り
0

道
罷
の
何
物
な
る
か
は
、
今

明
か
な
ら
ざ
る
も
、
解
蔽
篇
が
逍
家
の
貴
ぶ

Jゞ

こ
ろ
の
扉
一
ご
静
＜
J

を
説
け
る
邊
よ
り
察
す
る
に
、
道
経
亦
道
家
の
艇
に
非
る

か
0

果
し
て
然
ら
ば
、
天
理
人
欲
の
割
説
は
先
秦
に
は
見
え
ざ
る
も
、
理
欲
剖
説
の
思
想
は
已
に
道
家
の
間
に
登
逹
せ
し
も
の

ご
考
へ
得
べ
し
。
し

然
ら
ば
天
理
人
欲
の
剖
説
は
果
し
て
何
人
の
手
に
依
り
て
、
築
記
の
原
形
よ
り
改
作
セ
ら
れ
し
も
の
な
る
か
0

こ
れ
軽
々
に

断
じ
得
ぺ
き
こ
で
に
は
非
る
も
、
姑
く
臆
測
を
追
う
せ
ん
に
、
毛
穀
の
師
毛
亨
は
、
荀
卿
よ
り
其
の
學
を
債
へ
た
る
も
の
な
れ

ば
、
毛
穀
も
亦
其
の
學
を
承
け
偲
へ
た
る
も
の
マ
J

い
ふ
べ
し
°
従
っ
て
毛
穀
の
徒
が
人
心
逍
心
の
説
よ
り
、
其
の
築
記
を
輯
む

る
に
常
り
て
、
天
こ
嗜
欲
こ
の
語
を
天
理
人
欲
に
改
め
て
、
雨
者
を
到
説
し
、
今
の
築
記
築
本
篇
の
形
に
成
し
ヽ
も
の
に
は
非

る
か
°
若
し
こ
の
脆
測
に
し
て
誤
な
か
ら
ん
か
、
理
欲
劉
説
の
思
想
の
淵
源
は
或
は
先
秦
時
代
に
存
す
こ
す
る
も
、
天
理
人
欲



の
登
説
は
漢
初
に
始
ま
る
も
の
マ
J

い
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

淮
南
歪
女
ご
河
間
猷
王
徳
＜
J

は
同
時
代
な
れ
ば
、
淮
南
王
が
河
間
猷
王
の
作
り
た
る
築
記
を
取
り
て
、
之
を
其
の
書
中
に
牧

む
こ
い
ふ
こ
こ
は
信
す
べ
か
ら
す
<
J

難
す
る
も
の
あ
ら
ん
も
、
こ
れ
は
築
本
篇
が
二
王
の
下
に
集
り
し
學
者
の
手
に
依
り
て
、

今
日
の
雨
書
の
形
．
f
J

な
り
て
慎
は
り
し
も
の

Jゞ

見
る
こ

Jゞ

を
得
べ
し
0

叉
荀
子
に
築
論
篇
oJ
あ
る
こ
っ
、
ー
は
荀
子
が
已
に
業
記
を

看
た
る
證
こ
な
す
べ
き
に
似
た
り
0

然
る
に
荀
子
の
築
論
篇
を
観
る
に
、
今
の
楽
記
中
の
栗
化
築
言
築
象
築
情
の
一
部
分
を
採

り
て
、
其
の
＊
半
を
成
せ
b
0
因
り
て
考
ふ
る
に
、
築
記
は
北
〈
の
築
本
以
下
の
十
一
篇
は
、
む
し
ろ
漢
初
の
儒
者
が
荀
子
の
楽

論
舘
其
の
他
諸
子
の
築
事
を
言
ふ
も
の
を
併
せ
釆
り
て
、
之
を
類
編
し
て
作
り
し
も
の
に
非
る
か
。
し
か
考
ふ
る
マ
」
き
は
、
今

の
築
記
は
荀
子
以
前
に
存
せ
し
に
非
す
し
て
漢
初
に
作
ら
れ
し
も
の
な
る
こ
マ
J
‘

漠
志
の
説
の
如
く
な
る
べ
し
。
さ
れ
ざ
其
の

資
料
は
固
よ
り
先
秦
に
在
り
0

但
だ
築
本
舘
天
理
人
欲
の
段
に
於
け
る
が
如
く
、
漢
初
の
儒
者
の
改
窟
の
手
の
加
は
り
し
も
の

必
す
や
少
か
ら
ざ
ぢ
ぺ
し
。

八




